
 

 

 

  
全⾃然分布域で採集した個体群のミトコンドリア DNA 解析から 3 系統の存在を確認。さらに瀬⼾

内海集⽔域のシロヒレタビラには 5 つの遺伝的分化グループがあることを突き⽌める 
  
    
 
 
 
【本件のポイント】 
 ⽇本列島に⽣息する絶滅危惧種の純淡⽔⿂類・シロヒレタビラ①）の適切な保全活動を促進するため

には、⾃然分布域全体の系統地理学的パターンと遺伝的個体群構造を理解することが重要 
 本研究では国内の全⾃然分布範囲に及ぶ採集地点の個体群から、分⼦系統樹では主に 3 つの系統を

確認。さらに、集団構造解析（SAMOVA）を使⽤して瀬⼾内海集⽔域の 1 つの系統内に 5 つの遺伝的
分化グループがあることを発⾒ 

 遺伝的な地域差は、古⽔系の消失と⼭地の隆起による隔離が原因と考えられるが、四国・吉野川⽔
系の個体群が、瀬⼾内海を越えた琵琶湖・淀川⽔系の個体群と同じ遺伝⼦のハプロタイプを持つこ
とを明らかにし、⼈為的移⼊が⽰唆された 

 「世界淡⽔⿂園⽔族館 アクア・トトぎふ」の飼育個体群も本研究の解析対象とし、在来系統の可能
性が⾼いことが判明 

 
【本件の概要】 

⿓⾕⼤学 ⽣物多様性科学研究センターの伊藤⽞ 客員研究員と岐⾩⼤学教育学部の古屋康則教授、三
重県総合博物館の北村淳⼀ 学芸員、滋賀県⽴琵琶湖博物館の川瀬成吾 学芸員・⽥畑諒⼀ 学芸員、NPO
法⼈流域環境保全ネットワーク研究員らの研究グループは、ミトコンドリア DNA②）解析から、シロヒ
レタビラの国内の⾃然分布範囲にわたる系統地理および遺伝的集団構造を推定し、その分布パターン
の要因に迫る研究成果を Nature Conservation 誌（Pensoft Publishers 社）にて公表しました。 

本研究では、シロヒレタビラの遺伝的集団構造を、ミトコンドリア DNA のシトクロム b 領域に基づ
いて解析したところ、先⾏研究と同⼀の 3 つの系統の存在を確認しました。系統 I の⾃然分布域は瀬⼾
内海集⽔域、系統 II および III は伊勢湾集⽔域と推定されました。さらに、遺伝的分化グループを探索
する集団構造解析（SAMOVA）を⽤いて、瀬⼾内海集⽔域の個体群を隣接する 5 つの遺伝的分化グルー
プを発⾒。瀬⼾内海集⽔域の個体群は、最終氷期に単⼀の古⽔系を通じて移動し、その後の海進によ
って分離され、遺伝的に分化したと推定されました。四国 4 県にまたがり四国全域の約 20％に相当す
る広さを持つ吉野川⽔系の個体群は、瀬⼾内海を越えた琵琶湖・淀川⽔系と同じグループに属してい
ることから⾮⾃然個体群、すなわち⼈為的移⼊によるものであると考えられます。 

また、2004 年に寄贈されたと伝わる「世界淡⽔⿂園⽔族館 アクア・トトぎふ」の飼育個体群につい
ても解析を⾏ったところ、伊勢湾集⽔域に固有のものと考えられる系統 II と推定。現在、伊勢湾集⽔
域では在来個体群の⽣息地すべてに系統 I の外来個体群が⼈為的に移⼊されていることから、同館の飼
育個体群は交雑していない可能性があります。 
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絶滅危惧種の淡⽔⿂類・シロヒレタビラの遺伝的な地
域差から、⼈為的に持ち込まれた新証拠が判明 



 

本研究は、瀬⼾内海集⽔域におけるシロヒレタビラ個体群の新たな遺伝的分化の新証拠を発⾒し、
先⾏研究と⽐較して個体数と調査地点を⼤幅に増加させることで、5 つの異なる遺伝的分化グループに
分化していることを⽰しました。研究グループは、瀬⼾内海集⽔域におけるこれらの 5 つのグループを
保全単位として提案します。 
 
【研究の背景】 

環境省レッドリストで絶滅危惧 IB 類に分類されるシロヒレタビラは⽇本固有の淡⽔⿂で、その個体
数は河川や農業⽔路の開発により減少しています。シロヒレタビラの⾃然分布域内ではアユの漁業放
流への随伴導⼊や個⼈的な放流による結果として、幾つかの⽔系に⼈為的移⼊が確認されており、こ
れがシロヒレタビラの在来個体群に対して交雑などの影響を及ぼすのではないかと懸念されています。 

先⾏研究では、伊勢湾集⽔域に 2 系統、瀬⼾内海集⽔域に 1 系統が遺伝的に分布していると考えられ
ていましたが、採集個体数が限られていたため詳細な地域間の遺伝的分化については不明でした。そ
こで、本研究グループは、シロヒレタビラの適切な保全活動を促進するためには、⾃然分布域全体に
わたる系統地理学的パターンと遺伝的個体群構造を理解することが重要だと考え、今回の研究に着⼿
しました。 
 
1．発表論⽂ 
 題  ⽬ ： Phylogeography and genetic population structure of the endangered bitterling 

Acheilognathus tabira tabira Jordan & Thompson, 1914 (Cyprinidae) in western Honshu, Japan, 
inferred from mitochondrial DNA sequences 

 和 訳：⽇本の本州⻄部に⽣息する絶滅危惧種シロヒレタビラの系統地理と遺伝的集団構造をミ
トコンドリア DNA 配列から推定する 
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2. ⽤語解説 
①）シロヒレタビラ（学名：Acheilognathus tabira tabira） ■■以下の写真は転載∕加⼯可能■■ 

コイ科タナゴ亜科タナゴ類に属する淡⽔⿂類の 1 種で、⽔
⽥近くの⽔路にいる平たい⿂を意味する「タビラ」の基
亜種。タビラは、シロヒレタビラ、セボシタビラ、アカ
ヒレタビラ、キタノアカヒレタビラ、ミナミアカヒレタ
ビラの 5 亜種に分類される。雄の臀鰭外縁の婚姻⾊（繁殖
期に現れる平常時とは異なった体⾊や斑紋）が美しいこ
とから飼育や釣りの対象として⼈気が⾼く、近年⼈為的
な移⼊と⾒られる確認例が相次いでいる。5 亜種の形態は
重複しているが、各亜種はミトコンドリア DNA（mtDNA）
を⽤いた系統解析により明瞭に区別できる。 

2020 年 4 ⽉ 29 ⽇ 淀川⽔系採集 川瀬成吾⽒撮影 

 
②）ミトコンドリア DNA（mtDNA） 

細胞内⼩器官のひとつであるミトコンドリア内に存在する DNA のこと。ミトコンドリアはエネルギー⽣
産や呼吸代謝の役⽬を持つ特殊な器官で、動植物や菌類などほとんどすべての⽣物の細胞に⾒られる。
ミトコンドリア DNA は、核 DNA に⽐べて塩基置換の起こる速度が速いこと、⺟性遺伝であること、そ
の数が多いといった特徴があることから、⽣物の進化を研究する上で有効なツールとなっている。 

 
  



 

問い合わせ先：⿓⾕⼤学 研究部（⽣物多様性科学研究センター） 
Tel 075-645-2184   ryukoku.biodiv@gmail.com  https://biodiversity.ryukoku.ac.jp/ 
 
三重県総合博物館 
Tel 059-228-2283     MieMu@pref.mie.lg.jp  https://www.bunka.pref.mie.lg.jp/MieMu/   
 
岐⾩⼤学総務部広報課 
Tel 058-293-3377    kohositu@t.gifu-u.ac.jp   https://www.gifu-u.ac.jp/   
 
滋賀県⽴琵琶湖博物館 
Tel 077-568-4811    info@biwahaku.jp  https://www.biwahaku.jp/  

 
       NPO法⼈流域環境保全ネットワーク  

ryuikinet@gmail.com   https://www.npo-homepage.go.jp/npoportal/detail/024000510 
 
（配信先）⽂部科学省記者会、京都⼤学記者クラブ、宗教記者クラブ、滋賀県教育記者クラブ、⼤阪科学・⼤学記者クラブ 
     なお本件は各機関から、岐⾩県政記者クラブ、三重県政記者クラブ、三重県第⼆県政記者クラブ、 

滋賀県政記者クラブ、南部記者クラブにも配信しています。 

■■■ 転載∕加⼯可能な論⽂中の図（1 点） ■■■ 

 
図 1. シロヒレタビラの採集地点。2015 年から 2020 年にかけて、瀬⼾内海および伊勢湾集⽔域の 10 河川の
流域 12 箇所から合計 140 個体を採集し、シロヒレタビラの⾃然分布域をカバーした。本研究で未採集の場
所は⻑良川、⽊曽川、櫛⽥川であり、これらの個体群については、先⾏研究の塩基配列データを引⽤した
（Kitamura et al. 2012; Umemura et al. 2012, アスタリスクの地点）。さらに「世界淡⽔⿂園⽔族館 アク
ア・トト ぎふ」の飼育個体群も本研究の分析対象に含めた。 
こ の 標 ⾼ 図 は 、 国 ⼟ 地 理 院 （ https://maps.gsi.go.jp/ ） お よ び 国 ⼟ 交 通 省 の デ ジ タ ル 国 ⼟ 情 報
（https://nlftp.mlit.go.jp）の許可を得て使⽤している。 


